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総 合 理 学 研 究 所 「年 報93、94」 の刊 行 に 当 た って
総合理学研究所 所長 杉谷嘉則
この た び 総 合 理 学 研 究 所 の 「年 報93,94」 が 刊 行 され る運 び とな り
ま した。 所 員 一 同 、共 に これ を 慶 び た い と存 じま す 。
前 回 の年 報 は平 成5年3月 に 刊 行 され 、 あ れ か ら丸2年 が 経 ち ま した 。
こ の間 に特 筆 す べ きは 、 研 究所 の名 称 が 「知 識 情 報 研 究 所 」 か ら 「総 合 理
学 研 究 所 」 に変 わ った こ とで あ ります 。 これ と同 時 に研 究 所 の 規 定 も改 訂
され ま した。 ま た 、所 長 も藤 原 鎮 男(元)教 授 か ら、 昨 年 度 の 門 屋 卓
(元)教 授 へ、 そ して 今 年 杉谷 へ と交 代 しま した 。 か よ うな わ けで 研 究 所
と して もめ ま ぐる しい 時 期 を経 た もので 、 よ って 昨 年 は 年 報 刊 行 を見 送 り、
今 回 ま とめ て 、 「年 報93、94」 とさ せて い た だ き ま した。 た だ し この
中 には 、93年 度 分 に つ い て は事 業 報 告 は記 載 さ れ て い ます が 、 他 の 全 般
的 な こ とに 関 して は94年 度 に係 わ る こ とが 主 に な って い ます 。 よ ろ し く
ご 了 承 の ほ どお願 い 申 しあ げ ま す 。
研究 所 の名 称 変 更 に 関 して 申 し添 え ま す と、 これ は こ ん ど の新 しい 名 称
が 、今 の 研 究 所 の 実 体 を 素 直 に表 わ して い る ので は な い か と い う考 え に よ
る もの で す 。 前 の 名 称 も先 進 的 で 捨 て が た い もの が あ り ま した が 、 や や も
す る と情 報 関係 の 研 究 機 関 の こ とか と誤 解 され 易 か った の で 、 こ のよ う に
改 称 した もので す 、つ ま り、 こ れ に よ り研 究 所 の基 本 理 念 を変 え た わ け で
は な く、 これ ま で 同様 、 広 く理 学 系 の共 同研 究 と広 報 活 動 を 行 い 、学 問 の
発 展 に寄 与 す る こc:を 目 的 と して い ま す 。 研 究 所 の英 語 名 は
RsearchInstituteforIntegratedScience(RIIS)と な りま した。
前 述 の 通 り、 名 称 が 変 わ って も研究 所 の中 味 が と くに 変 わ っ た わ け で は
あ りませ ん 。 た だ ソ、 念 の ため 、 研 究所 の簡 単 な 性 格 づ け を 致 して お き た
い と存 じます 。
研 究 所 の 目的 は 、 「共 同研 究 の 推進 」 と 「広 報 活 動 」 に あ りま す。 研 究
所 が推 進 す る共 同 研 究 と は、 学 科 内 あ る いは 学 科 間 に ま た が る形 で複 数 の
研 究 者 が グル ー プ を 組 み 、 必 要 に よ って は学 外 あ る い は 海 外 か らの研 究 者
を も混 え て 、 よ りF,_a../・,範の シ ステ ム で特 定 の テ0マ の研 究 を進 め る もので あ
ります 。 従 って テ ー一マ も個 々の 研 究者 が 扱 う よ う な もの よ り、 や や広 域 的 、
境 界 領 域 的 な もの.rな り ます 。
現 在 の と こ ろ、 共 同研 究 推進 の大 きな 柱 と して 、
(1)海 洋 資 源活 用 、(2)環 境 保 全
の 二 つ を 掲 げ て い 斎 す 。 これ らが 研 究 所 の 当面 の メ イ ン テ0マ で あ り、 な
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るべ くこれ に沿 ったか た ちで共 同研究 が進 め よ うと して い ます。 前者 の テ
ー マ につ いて は
、本 学理 学部 の教員 が何 らか の意 味で海 洋につ なが りの あ
る人 が割合 多 い、 とい うこ とと も関係 して い ます。後者 のテ ーマ は現 代 の
地球 的規 模 で の関心事 と申せ ま し ょう。
一一方 、研究 所 の もう一 つ別 の 目的 は、 広報 活動 で あ り、 これ は研究 所 が
学 内 と学 外 の学術 交流 の接 点 と して 機能 しよ うとす る もので す 。具 体 的に
は 、講演 会、講 習 会、 あ るいは フ ォー ラム とい った各 種 の行 事 を開催 して、
学 内 におい ては研 究者 間 の知 的交 流 、 そ して対 外 的に は大 学 と学外 との交
流 を はか り、 さ らには大 学か ら地 域 に向 けて知 的サー ビスを行 うとい う役
割 です。 この場合 の地域 と して は、平塚 市、神 奈川県 、 そ して 首都 圏 な ど
を想 定 して います 。 また対 象 の人 々 と しては、 市や県下 の住 民 、 中 ・高 ・
大 学 の教員 、 さ らに首 都 圏 の民 間 お よび公共 研究 機関 の研究 者 、等 々で す。
これ まで に もい ろい ろなテ ーマ で講習 会や セ ミナー を開催 して参 りま し
たが 、
(i)包 装 フ ォー ラム
(ii)機 器 分 析講習 会
(iii)平 塚 シ ンポ ジ ウム(化 学 科 と共催)
な どが定例 的に 開かれ る よ うにな って い ます。講 師 は本 学教 員 や、全 国 の
大 学 ・研究 機関 の研 究者 な どで す。
これ らの活動報 告 が本年 報 に ま とめ られて い ます。 ご覧 いた だ き、 ご意
見 等 いた だけれ ば幸 いで す。総合 理 学研 究所 の発展 の ため に も、皆様 方 の
積極 的な ご支 援、 ご協 力 をお願 い 申 し上 げ ます。
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